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都内に自転車レーン、計１２０ｋｍ整備へ	

•  東京都の舛添要一知事は１８日、都心の自転車レーン整備を加速
させる方針を示した。２０２０年東京五輪で選手や観客の移動手段
としても活用する考えで、新年度予算案に新たに調査費など２千
万円を計上した。	

•  　自転車レーンは車道に専用区域をつくるほか、歩道を歩行者用
と区分けする。都は都道２１５５キロのうち２０年までに１０９キロ区
間で整備する計画があるが、都心部を中心に１２０キロに増やす。
総事業費は約６０億円の見込み。１５年度も改めて予算を確保し、
レーンの距離をさらに伸ばす考えだ。	

•  　都によると、都道のうち３月までに整備される自転車レーンは１２
キロ。舛添知事は「自転車は排ガスを出さず、震災時は帰宅困難
者対策にもなる」と語った。	

2014年2月19日　朝日新聞より	



記事要約	

・東京都は、2020年東京オリンピックに向けて	  
　自転車レーンを建設する計画を立てている	

・自転車は排ガスを出さず、環境にも優しい	  

・震災時、帰宅困難者対策になりうる	



自転車専用レーンとは？	

・自転車専用の通行地帯を作り、安全面の確保を行う	

・自転車専用の走行空間の整備には	  
　自転車専用レーン以外にも様々な手法がある	

自転車専用レーン	 自転車歩行者の視覚的分離	 自転車道	

h(p://www.metro.tokyo.jp/INET/KEIKAKU/2012/10/DATA/70mao102.pdfより	



自転車の需要	

・2012年時点の日本人の自転車保有台数	

7042万台！	
日本人1人当たり、0.6台！	

自転車分担率は	  
　海外でも上位	



自転車の需要と背景	

震災時の自転車活躍	

節電意識	

健康意識	  

交通渋滞の影響の少なさ	

自転車の	  
　需要アップ	

自転車通勤の流行	

ポタリング	

流通業での自転車利用	

レンタサイクル	

結果・・・	



自転車の需要の背景	

節電意識の高まり	

実際は・・・？	

h(p://www.jcomm.or.jp/3rd_jcomm/
pdf_file3/PB-‐26.pdfより	



自転車の需要の背景②	

更に、近場への外出での所要時間は自転車が最短	

自転車利用の手軽さ	

h(p://www.jcomm.or.jp/3rd_jcomm/pdf_file3/PB-‐26.pdfより	



自転車道の海外で実施されてる例	

h(p://blog.gijutsushi.net/?
eid=1221259	

中国の例	  アムステルダムの例	

h(p://koike473.exblog.jp/9506719/	



日本で実施されてる例	

h(p://go-‐slow.air-‐niUy.com/blog/	

三鷹の例	   文京区の例	



各自転車道の概要	
・　アムステルダム	  
→自転車はトラムと共に市民の主要な移動手段、　
自転車専用道は街中に張り巡らされている	  
・　中国	  
→自転車は主な通勤手段、大通りには自転車と	  
バイクの専用道が設置されている	  
・　三鷹	  
→写真はかえで通りの自転車道、２０１０年ころ	  
から整備が進められている	  
・　文京区	  
→今月に入ってこの交差点一帯のみに設置された	  

どの自転車専用道も自動車道同様車線により進
行方向が定まっている	



現状の問題点	  
～今の路側帯は何が問題なのか〜	

•  路上駐車によりしばしば
進路がふさがれる	  

•  幅が狭く、自動車と近い
位置で走行しなければ
ならない	  

多くの自転車は歩道を使う	  
	

h(p://green728.s35.xrea.com/cmb/album/
osaka020330.html	



東京とアムステルダムの道路	

東京	

•  昭和３０年以降自動車の利用
が増加	  

•  １９７０年代に自転車の歩道通
行を認める	  

ことを道路交通法で定める	  

•  車道に自転車の走るスペース
が限られる	  

アムステルダム	

•  狭い道が多く、自動車が普及
することで車両と歩行者の事
故が増加	  

•  スペースを取る自動車よりも自
転車の普及を目指す	  

	  
•  自動車道よりも自転車道の確

保を優先させる	  

今の日本の道路の構造は自転
車にとっては利用しづらい！	



政策提言	

•  自転車利用の多い大通りから自転
車道の設置を進め道路を自転車が
より利用しやすい構造に変える！	  

	  
•  オリンピックを控えてることもあり、

試験的に東京都は自転車道を設置
し始めている	  



自転車専用道の問題点は？	

•  一部交通ルールを守らない人もいる	  
→自転車レーンへの路上駐車を防ぐために	  
　ポールを設置するなどの対策	  

•  一部交通規制の必要な道路がある。	  
→中央分離帯の撤去や柵の設置	  

•  放置自転車の増加	  
→駅前に有料（２時間まで無料、６時間ごとに１００円）の駐輪場を
増やす必要がある	  



　最大の問題は………	  

　　　　	  
コストがかかる！！	



〜メリット〜	  

＋　自動車から自転車へと交通手段を　　
変更する人口が増え、二酸化炭素の排
出量が減る	  
	  
＋　歩行者との事故が減る	  
	  
＋　運動としての健康改善	  
	  
＋　震災時の帰宅難民対策	  
	  



〜デメリット〜	  

	  
−　莫大な費用（６０億円との見込み）	  
	  
	  
	  
−　自動車によるレーン内の路駐対策	  
	  



　試算してみた！	 



* 全国で渋滞による経済損出は年間9兆円程度
→東京では少なく見積もって1兆程度（混雑の
割合が多いため）	  

* →自転車利用(主に通勤)が1％増えただけでも
年間100億の効果＋渋滞の減少でさらに効果	  

渋滞緩和による経済効果	 



では、どのように自転車利用を１％上げるのか？	  
	  
Ex.	  自動車通勤をしている１００人のうち１人が	  
　 	  	  自転車を利用（１日単位）	  
	  
→　健康に良い	  
　　 運動不足の解消	  
	  	  	  	  	  	  	  ダイエットに有効	  
	  
といった、現代人の流行をつかみ、	  

	  
自転車利用を　トレンディー　にする	  
	  
そのためには、メディアを通じて人々に促す	  

近ければ	  
運賃代も
浮くぅ〜	  



* 運輸部門の総排出量2億3000万トン、	  
	  	  	  うち自動車87.8％	  
→大体2億トン。東京はうち10％と試算す
ると、2000万トン	  
* 1％の自動車使用減で、20万トン削減可
能	  
* 1トン22.5ユーロで試算(rate141.43)	  
→年間6億3450万円削減	 

自転車使用者増に伴うCO2削減	 



*  交通事故に伴う社会的損出は約7兆円(WTP値を基に算出
された値)	  
*  東京では183人死亡者が出ている。全国では4373人。	  
*  東京での試算：183/4373人(約4.2%)×7兆＝約300億の損出	  
*  うち自転車事故の割合は20％。	  
　よって300×0.2＝60億。	  
*  自転車事故はレーン導入により36％減	  
*  →60×0.36＝年間21.6億	  

自動車使用減に伴う死亡者減	 



関東における、「旅客（自家用）」としての１年間の	  
ガソリンの使用量はなんと、、	  

	  
→１２,８６８,４６８,０００リットル！！	  
　 （１２８億１６００万リットル）	  
	  
	  
旅客（自家用）・・・移動、通勤、買い物、旅行、etc	  

	  
	  　	  この中の１０％を自転車使用	

（１０回のうち１回は自転車）	  

１,２８６,８４６,８００リットル分を浮かせることが可能！	  

〜試算〜	  



　１,２８６,８４６,８００リットル ×　ガソリン価格	  
	  
＝１,２８６,８４６,８００リットル ×　１６０円/リットル　（2014/4/21	  時点)	  
	  
＝２０５,８９５,４８８,０００円　←　（１年のガソリン代）	  
	  
　	  
　２０５,８９５,４８８,０００円　÷　関東の人口	  
	  
＝２０５,８９５,４８８,０００円　÷　４１,８００,０００人	  
	  

	  
	  

≒４９２５円	  

４人家族の場合…	  

節約できる！（年間）	  

〜試算〜	  



（オートックワン調べ）	  
	  
	  

自動車使用のうち
「買い物」の用途	  

↓	  
２４.７％	  

Q.	  なぜ１０％なのだ？？	  



「買い物」の利用距離	  

自動車とシャトルバス　→　２７.６　＋　１９.５　＝　４７.１％	  
	  
０.２４７（２４.７％）　×　０.４７１（４７.１％）　≒	  　０.１１６（１１.６％）	  

（環境省　宇都宮市）	  

2.5km
以内	  



まとめ	  
年間で合計１３０億円の経済効果が見込める！	  

	  
自転車専用レーンの拡大に対し賛否両論はあるが、	  

	  
メリット＞デメリット　　なのである！	  

ドイツとオランダでは自転車専用レーンの	  
発達した社会が実現されている。	  

日本でもどうでしょう？	  
	  

舛添東京都知事は言ってます。	  
「東京オリンピック・パラリンピックを見据え、もっと便利で、	  
安全で、クリーンで魅力の高い都市にするため、	  
自転車を活用します。」	  
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